
六角レンチ×1

�

�この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。�
このパソコンラックは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。�
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。�

完成図� 組立て部品�

 パソコンラック (SR-A5) 組立説明書�

★用意していただくもの・・・�

　　　　　　　　　　　　プラスドライバー・手袋��

　平ボルト（小）×4�
�

　木ネジ×4�
�

スペーサ（細）×8

スペーサ（太）×2

�サラボルト（大）×10

スパナ×1

キャスター×2ストッパー付きキャスター×2 ノブ×4

リインフォースメント（角）×2

リインフォースメント（丸）×1

サイドフレーム（左右1組）�

脚フレーム（左右1組）�

上棚×1�
�

棚板×2

天板×1

キーボードスライダー×1

（ネジ穴左右2個づつ）�

（ネジ穴左右3個づつ）�

（ウラ面にネジ穴4個）�

（ウラ面に小さい穴4個）�

�

平ボルト（大）�
　　　　×8＋4（予備）�

�
キャップ　×4

平ボルト（中）×4

ノブボルト取り替え用�

（M8で他より太い）�

�

総耐荷重100kg

700

700

700

680



1 2

3

キャスターはあらかじめ手で取り付けておき、�
最後にスパナで締め付けます。�

手前�

上�

脚フレームにキャスターを取り付けます。� 脚フレーム（左）にサイドフレーム（左）を差し込みます。�

ノブで脚フレーム（左）とサイドフレーム（左）を固定します。�

6ヶ所の穴から選んで、脚フレームの穴とサイドフレームの穴を合わせて固定します。�

ノブ�

脚フレーム（左）�

キャスター�

ストッパー付きキャスター�

スパナ�脚フレーム（左）�

脚フレーム（右）�

サイドフレーム（左）�

サイドフレーム（左）�

脚フレーム（左）�

脚フレーム（左）�

（スライドレール）�

凹側が上です。�

B

B

キャップ�

キャップ�

�
A

1　最初にサイドフレーム（左）の先端を差し込みます。�

2　次にキャップを脚フレーム（左）に差し込みます。　A部を上にして、脚フレームの穴Bに合わせます。　�
�
この時、下図のように脚フレーム（左）とサイドフレーム（左）が一直線になるように手で持ち上げて�

おくと差し込み易くなります。�

B
1 2

サイドフレーム（左）�

手前�

手前�

※�

↑
�

↑
�

↑
�

↑�

↑
�



4 5

6 7

脚フレーム（右）にサイドフレーム（右）を差し込みます。� ノブで脚フレーム（右）とサイドフレーム（右）を固定します。�

サイドフレーム（右）にリインフォースメント（丸）を取り付けます。�脚フレーム（右）の最下部にリインフォースメント（角）を取り付けます。��

2　を参考にしてください。� 3　で選んだ穴と同じ穴にしてください。�

ノブ�

サイドフレーム（右）�

サイドフレーム（右）�

脚フレーム（右）� 脚フレーム（右）�

凹側が上です。�

B

B

キャップ�A

B
12

手前�

手前�

手前�

手前�

�

リインフォースメント（角）�

リインフォースメント（丸）�

平ボルト（大）�

左端の穴に取り付けます�

サイドフレームに凹みを合わせ�

ます。�

サラボルト（大）�

右から2番目の穴に取り付けます。�

スペーサ（太）�

サイドフレーム（右）�

↑
�

↑
�

↑
�↑
�

�サラボルト（大）�平ボルト（大）�
　　　　�

使用するボルト� 使用するボルト�



8

10

サイドフレーム（右）に上棚を取り付けます。�

サイドフレーム（右）に棚板を取り付けます。�

1．上に取り付ける場合� 2．下に取り付ける場合�

サイドフレーム（右）�

サイドフレーム（右）�

サイドフレーム（右）�

サイドフレームに凹みを合わせ�

ます。�
サラボルト（大）�

サラボルト（大）�

サラボルト（大）�

スペーサ（細）�

スペーサ（細）�
棚板�

棚板�

（まず取り付けの位置を選びます。）�

上�

上�

上�

一番上に差し込み、�
サイドフレームに�
凹みを合わせます。�

上から2番目に差し込み、�
サイドフレームに凹みを�
合わせます。�

上棚�

スペーサ（細）�

ひろい�

�サラボルト（大）� �

�サラボルト（大）� �

使用するボルト�

使用するボルト�

上�

9 脚フレーム（右）に棚板を取り付けます。　（まず取り付けの位置を選びます。）�

棚板�

脚フレーム（右）�

平ボルト（大）�

平ボルト（大）�
　　　　�

使用するボルト�

使用するボルト�

�



スペーサ（細）�

棚板�

1211

13

脚フレーム（右）にリインフォースメント（角）を取り付けます。�

脚フレーム（左）とサイドフレーム（左）を取り付けます。� 14 天板を脚フレームに取り付けます。�

リインフォースメント（丸）と上棚、棚板にスペーサを差し込みます。�

脚フレーム（右）�

脚フレーム（左）�

脚フレーム�

平ボルト（大）�

平ボルト（大）�

上棚�

スペーサ（太）�

リインフォースメント（丸）�

サイドフレームに凹みを合わせます。�

2の場合のリインフォースメント（角）�

1の場合のリインフォースメント（角）�

実線の様に脚フレーム（右）の前側に取り付けます。�

2.　9　で棚板を最上段に取り付けた場合�

点線の様に脚フレーム（右）の後ろ側に取り付けると、足元がすっきりと使い易くなります。�

1.　9　で棚板を下段の4ヶ所のいずれかに取り付けた場合�

1の場合の取り付け穴�

2の場合の取り付け穴�

サラボルト（大）�

サイドフレーム（左）�

� サラボルト（大）�

平ボルト（大）�
　　　　�

平ボルト（大）�
　　　　�

使用するボルト�

使用するボルト�

�

上�

　平ボルト（小）�
�

使用するボルト�

平ボルト（小）�
天板（ネジ穴を下にしてください、前後は同じです。）�

左右4ヶ所のこの穴を使います。�

�



15 16キーボードスライダーをスライドレールに取り付けます。�
�

製品に関する�
お問い合わせ�

製品の品質管理には細心の注意をはらっていますが、万一、不都合な点や�
製品に関するお問い合わせなどございましたら、お買求めの販売店又は�
右記までお気軽にご相談下さい。�

98/11/TTIT

代表的な組立例�

棚板側面の穴をキャップで塞いで完成です。�

�

キャップ�

木ネジ�

左右4ヶ所のこの穴を使います。�

1.スライドレールの後端とキーボードスライダーの奥側の角を合わせ、�

キャップ�

足は必要に応じて伸縮できます。�

キーボードスライダー�
丸い�

角�

角ばった側を奥にしてください。）�

（小さいネジ用の下穴があります。穴を下にし、丸い側を手前に、� 使用するボルト�

2台並べる時�

2台ラックを並べる時に、側面のノブボルト分のスペースをなくすことができます。�
�
その際はノブボルトを、平ボルト（中）に取り替えてください。�

←�→� ←�→�

←
�→�

ノブボルト� 平ボルト�

　木ネジ�
�

�

穴どうしの位置合わせをします。�

2.後ろ側のネジはキーボードスライダーを押し込んだ状態で後ろから、�

前側のネジは引き出した状態で前から取り付けます。�




